
愛
西
市
教
育
委
員
会
は
、
八
開
・

立
田
地
区
の
学
校
を
一
つ
に
す
る

案
を
両
地
区
に
提
案
し
て
い
ま
す

が
、
両
地
区
を
中
心
に
強
い
批
判

の
声
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

根
拠
が
な
い

学
校
の
適
正
規
模

12
月
に
未
来
を
ひ
ら
く
会
の

「
教
育
シ
ン
ポ
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。学

校
統
廃
合
を
進
め
る
理
由
は
、

政
府
の
公
共
施
設
を
減
ら
す
政
策

で
学
校
が
狙
わ
れ
、
世
界
で
競
争

で
き
る
人
材
の
育
成
を
掲
げ
る
政

府
の
教
育
政
策
の
中
に
学
校
統
廃

合
が
入
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

愛
西
市
の
学
校
統
廃
合
の
理
由

に
さ
れ
て
い
る
学
校
の
適
正
規
模

は
、
法
律
的
に
も
教
育
学
者
の
意

見
と
し
て
も
「
12
か
ら
18
学
級
」

が
良
い
と
い
う
根
拠
も
な
く
、
子

ど
も
の
た
め
に
な
り
ま
せ
ん

ね
ら
い
は
、
教
育
費
の
削
減

八
開
・
立
田
地
区
の
小
中
学
校

を
一
つ
に
す
る
学
校
統
廃
合
は
教

員
だ
け
で
も
20
人
以
上
減
り
ま
す
。

結
局
は
、
学
校
統
廃
合
の
狙
い
は

教
育
費
の
削
減
で
す
。

12
月
議
会
で
の
共
産
党
の
ま
の

和
久
議
員
が
「
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
」
聞
く
と
、
教
育
部
長
は

「
（
説
明
会
な
ど
は
）
今
の
と
こ

ろ
開
催
の
予
定
は
な
い
」
と
、
関

係
住
民
無
視
の
態
度
で
す
。

市
と
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も

や
地
域
住
民
の
声
を
無
視
し
、
国

の
指
示
に
基
づ
い
て
学
校
統
廃
合

を
進
め
る
考
え
で
す
。

ど
の
子
も
の
び
る
教
育
は

少
人
数
ク
ラ
ス
で
こ
そ

欧
米
で
は
、
１
ク
ラ
ス
20
人
か

ら
30
人
が
あ
た
り
ま
え
な
の
に
日

本
で
は
、
40
人
学
級
の
ま
ま
で
す
。

（
小
学
校
１
・
２
年
と
中
学
校
１

年
は
35
人
）

学
年
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、

受
験
中
心
に
な
り
競
争
に
追
い
立

て
ら
れ
る
教
育
は
、
国
際
的
に
も

異
例
で
、
国
連
子
ど
も
権
利
委
員

会
は
再
三
、
日
本
の
教
育
制
度
の

是
正
を
勧
告
し
て
い
ま
す
。

市
教
委
案
は
、
国
の
方
針
を
押

し
付
け
る
「
子
ど
も
」
「
地
域
」

を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
す
。

学
校
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、
子

ど
も
が
伸
び
伸
び
と
学
べ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
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共産党と市民の共同で

2020年

1・2月
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愛
西
市
12
月
議
会

市
民
・
共
産
党
粘
り
強
く
６
年
間
運
動

医
療
費
助
成
、
今
年
４
月
か
ら
実
施

こども医療費助成の内容

〇 15歳年度末 すべて無料

病院での支払いはゼロになり

ます。

〇 18歳年度末 通院１割負担

入院 無料

通院、入院とも病院で支払っ

た後に、領収書を市に持参し

申請すると返金されます。

学校統廃合は教育予算の削減が狙い
学校は地域の宝、小さな学校こそ世界の流れ

ヨーロッパなど各国の学校の人数

フランス ９９人

フィンランド １０１人

オーストリア １０３人

イタリア １４０人

デンマーク １４８人

中国 ２２３人

日本 ３２２人

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は

「
学
校
規
模
は
１
０
０
人
以
下
が

望
ま
し
い
」
と
示
し
て
い
ま
す
。

１８歳まで完全無料にあと一歩！

中学卒業まで無料に。さら

に18歳まで助成拡大。うれし

いです。助かります。

あともう一歩。愛西市と同じく遅れていた

北名古屋市が、「今年８月から18歳まで完

全無償化」という新聞記事を見て思ってし

まいました。18歳まで完全無料にしてほし

かった。 佐織地区主婦

街の声

愛
西
市
の
12
月
議
会
は
、
４
月
か
ら
「
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
18
才
ま
で
拡
大
す
る
条
例
」
な
ど
、
提
案
さ
れ

た
22
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

市
民
と
共
産
党
は
市
議
会
へ
１
７
、
０
６
５
人
の
署
名

を
提
出
し
、
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
や
っ

と
中
学
校
完
全
無
料
化
が
実
現
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
「
18
歳
ま
で
完
全
無
料
に
」

日
本
共
産
党
の
河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
18
歳
ま
で
の

通
院
助
成
に
つ
い
て
「
18
歳
ま
で
完
全
無
料
化
に
せ
よ
」

ま
た
「
償
還
払
い
で
は
、
医
療
費
助
成
が
十
分
に
行
わ
れ

な
い
」
と
窓
口
一
割
負
担
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
は
、
い
ず
れ
も
河
合
議
員
の
要
求
に
応
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

真
野
和
久
議
員

０
９
０

４
１
９
８

４
５
１
６

河
合
克
平
議
員

０
９
０

８
３
３
３

３
４
８
１

加
藤
敏
彦
議
員

０
９
０

９
１
２
２

３
９
６
９

〔発行〕
日本共産党
愛西市委員会

子ども医療費助成18歳まで実現



貯
金
は
５
億
円
増
加
、

借
金
12
億
円
減
少

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
愛
西
市

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。市

は
、
「
交
付
税
は
、
想
定
し
て

い
た
縮
減
額
よ
り
少
な
い
。
基
金
は

１
６
９
億
４
１
０
０
万
円
で
５
億
円

増
加
。
同
規
模
団
体
と
比
較
し
て
基

金
は
多
い
。
起
債
の
残
高
は
、
１
９

３
億
６
３
０
０
万
円
と
昨
年
よ
り
１

２
億
４
１
０
０
万
円
減
少
し
て
毎
年

10
億
円
以
上
減
ら
し
て
い
る
」

「
市
の
財
政
が
健
全
な
状
態
で
あ
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

河
合
議
員
は
、
貯
め
こ
ん
だ
基
金

（
貯
金
は
）
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
市
の
活
性
化
に
活
用
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

「
佐
屋
駅
前
整
備
を
進
め
よ
」

河
合
議
員
は
、
安
全
で
利
用
し
や

す
い
駅
に
す
る
た
め
、
佐
屋
駅
周
辺
、

日
比
野
駅
周
辺
の
整
備
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。

市
は
、
「
佐
屋
駅
は
、
勉
強
会
を

開
催
し
事
業
化
調
整
を
は
か
る
。
日

比
野
駅
の
整
備
計
画
は
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

共
産
党
の
要
求
が
実
現

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

加
藤

市
長
は
求
め
て
き
た
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
建
設
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
内
容
か
。

部
長

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
は
、
令
和
２
年
度
設
計
を
予
定
。

「
あ
い
さ
い
わ
か
ば
」
で
行
っ
て

い
る
児
童
発
達
支
援
事
業
に
加
え
ま

し
て
、
相
談
支
援
事
業
、
保
育
所
等

訪
問
支
援
事
業
を
行
う
。
体
制
に
つ

い
て
は
、
国
の
基
準
に
準
じ
、
専
門

職
を
配
置
す
る
。

引
き
こ
も
り
支
援
事
業

専
任
の
相
談
員
配
置
を

加
藤

豊
明
市
は
人
口
６
万
人
の
ま

ち
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
専
任
の

相
談
員
２
名
を
配
置
し
、
引
き
こ
も

り
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

登
録
者
は
72
名
で
、
２
０
１
８

年
度
の
支
援
件
数
は
５
３
６
件
と
な
っ

て
い
る
。
愛
西
市
で
も
行
っ
て
は
。

部
長

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て

い
る
地
域
福
祉
活
動
で
の
相
談
や
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の

中
で
対
象
者
に
気
づ
き
、
支
援
へ
と

つ
な
げ
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
サ
ロ
ン

活
動
で
、
引
き
こ
も
り
の
家
族
の
方

が
中
心
と
な
り
、
ふ
だ
ん
の
困
り
ご

と
を
話
し
た
り
、
当
事
者
同
士
で
話

し
合
っ
た
り
す
る
場
が
あ
る
。
こ
う

し
た
活
動
に
助
成
を
し
て
い
る
。

「
有
効
な
避
難
指
示
が
必
要
」

ま
の
議
員
は
、
「
実
際
に
有
効
な

避
難
指
示
が
必
要
」
と
、
「
同
じ
地

域
で
あ
れ
ば
避
難
先
も
浸
水
す
る
危

険
が
あ
る
。
他
地
域
へ
の
避
難
を
」

と
問
う
と
、

市
長
は
「
安
全
な
避
難
所
へ
避
難
し

て
も
ら
う
考
え
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
の
議
員
は
、
具
体
的
に
検
討
す

る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

「
自
主
避
難
は

近
く
の
集
会
所
な
ど
活
用
を
」

台
風
の
際
の
自
主
避
難
所
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
「
文
化
会
館
や
支
所

で
は
、
遠
く
て
避
難
で
き
な
い
」
と

い
う
声
が
出
て
い
ま
す
。

ま
の
議
員
は
「
地
域
の
集
会
所
な

ど
に
広
げ
ら
れ
な
い
か
」
と
提
案
。

市
は
「
地
域
の
自
主
防
災
会
と
協
議

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
災
害
備
蓄
食
料
足
り
る
の
か
」

現
在
、
市
の
備
蓄
食
料
は
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
相
当
す
る
被
害
で
、

避
難
想
定
９
０
０
０
人
分
か
ら
、

40
％
が
家
庭
内
備
蓄
を
し
て
い
る

と
し
て
、
60
％
の
５
４
０
０
人
分

ま
で
引
き
下
げ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
震
災
時
に
は
、
家
屋
の

倒
壊
や
火
災
等
で
家
庭
内
備
蓄
が
利

用
で
き
な
い
、
水
害
時
に
も
水
に
つ

か
っ
て
使
え
な
い
場
合
も
出
ま
す
。

ま
の
議
員
は
備
蓄
の
基
準
を
再
検

討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

第61号 愛西民報 2020年1・２月

地
球
環
境
を
守
ろ
う

温
暖
化
ノ
ー

引
き
こ
も
り
対
策
の
充
実
を

豊
か
な
財
源
を

市
民
の
く
ら
し
に
活
用
せ
よ

河合かっぺい

議員

かとう敏彦

議員

水
害
に
有
効
な

現
実
的
な
対
応
を

まの和久

議員

愛西市の読者ニュースが毎週

折り込まれます。

お申し込みは共産党市議まで

９３０

愛
西
市
当
局
は
12
月
議
会
に
、

市
長
な
ど
３
役
と
市
会
議
員
の
報

酬
を
引
き
上
げ
る
提
案
を
し
ま
し

た
。負

担
を
押
し
付
け
る
中
で
の

市
長
・
議
員
の
値
上
げ
反
対

日
本
共
産
党
の
ま
の
和
久
、
か

と
う
敏
彦
、
河
合
か
っ
ぺ
い
の
各

議
員
と
吉
川
美
津
子
議
員
は
、
議

員
報
酬
の
条
例
に
対
し
て
、
報
酬

引
き
上
げ
部
分
を
削
除
し
常
任
委

員
長
報
酬
を
な
く
す
の
み
と
す
る

修
正
案
（
動
議
）
を
提
出
し
ま
し

た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

市
長

月
額
９
３
万
１
千
円

値
上
げ
後

〃

９
４
万
４
千
円

議
員

〃

４
０
万
円

値
上
げ
後

〃

４
０
万
４
千
円

市
長
、
議
員
な
ど
の
報
酬
引
き
上
げ

共
産
党
議
員
団
な
ど
が
反
対

備蓄
大丈夫？


